
議会だより
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2017年（平成29年）人生の分岐点に立つ14歳の少年少女が、自ら志を立て、次代を担う者としての自覚と希望を新たに持つ機会

平成28年度　野々市市立志式から（掲載に当たっては関係者の了解を得ています）

館野小学校大規模改修にかかわる
　平成28年度補正予算などを議決 … 2P
予算決算常任委員会で議案審議 … 3P
12月定例会一般質問　９人が登壇 … 4P
総務産業常任委員会視察報告 … 13P
教育福祉常任委員会視察報告 … 14P
議会改革について … 15P
市民の声 … 16P

号

こんにちは
野々市市議会です
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平成 28年 12月定例会 ○＝賛成、×＝反対　　※議長（早川　彰一）は採決に加わりません。

議　案　名

議

決

日

議
決
結
果

五
十
川
員
申

北
村
　
大
助

馬
場
　
弘
勝

安
原
　
　
透

宮
前
　
一
夫

西
本
　
政
之

中
村
　
義
彦

杉
林
　
　
敏

金
村
　
哲
夫

辻
　
　
信
行

早
川
　
彰
一

尾
西
　
雅
代

土
田
　
友
雄

大
東
　
和
美

岩
見
　
　
博

議案第56号 平成 28年度野々市市一般会計補正予算（第３号）について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第57号 平成28年度野々市市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成28年度野々市市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第59号 野々市市議会議員選挙及び野々市市長選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第60号 野々市市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第61号 野々市市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正す
る条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

議案第62号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第63号 野々市市税条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第64号 督促手数料の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第65号 野々市市公民館条例等の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第66号 野々市市いきがいセンター条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第67号 野々市市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第68号 介護保険法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

議案第69号 野々市市農業委員会委員定数条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第70号 野々市市営住宅条例等の一部を改正する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第71号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案第72号 野々市市企業立地の促進に関する条例について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

議案第73号 野々市市第一次総合計画基本構想の変更について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

議案第74号 市道路線の認定について 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議会議案第６号 教育予算の拡充を求める意見書 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ － ○ × ○ ○

議会議案第７号 地方財政の充実・強化を求める意見書 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ － ○ × ○ ○

議会議案第８号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書 12月20日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

諮問第２号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 12月５日 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

12月
定例会

議　決　結　果　一　覧

　平成 28 年 12 月定例会は、12 月５日から 20
日までの16日間の会期で開催し、市長提出の議案
19件と諮問１件、報告１件を審査し、いずれも全
会一致ないし賛成多数で可決承認しました。また議
会議案３件は、いずれも賛成多数で可決しました。
　平成28年度一般会計補正予算では、館野小学校
の大規模改修予算などを議決しました。また、人事
案件では人権擁護委員の候補者推薦について、全会
一致で同意しました。

12月
定例会第一次総合計画基本構想（後期）

の見直しを可決・認定
館野小学校の大規模改修予算６億７千万円を含む平成28年度一般会計補正予算も

Q　
館
野
小
学
校 

大
規
模
改

修　
工
期
・
工
事
内
容
は

A　
平
成
29
・
30
年
度
の
２

か
年
を
当
初
予
定
し
て
い

た
が
、
前
倒
し
で
予
算
化
し
た
。
工

事
自
体
は
、
平
成
29
・
30
年
の
各
夏

休
み
を
中
心
に
し
て
実
施
予
定
で
あ

る
。
平
成
30
年
度
末
に
完
工
を
予
定

し
て
お
り
、
全
体
予
算
６
億
７
千
万

円
余
。
内
容
と
し
て
は
校
舎
改
修
・

体
育
館
・
プ
ー
ル
な
ど
の
改
修　
空

調
（
教
室
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
は
平
成

29
年
度
に
は
実
施
し
た
い
）
工
事
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
屋

上
防
水
、
内
・
外
装
改
修
、
床
・
ト

イ
レ
の
改
修
、
図
書
館
の
拡
張
、
雨

漏
り
対
策
、

照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
の

工
事
も
含

ま
れ
る
。

Q　
野
々
市
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
に
あ
た

り
、
高
額
医
療
費
の
増
額
の
要
因

は
、
又
そ
の
分
析
・
対
策
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か

A　
入
院
に
伴
う
費
用
増
が

要
因
で
、
病
状
と
し
て

は
脳
疾
患
・
肝
臓
・
腎
疾
患
が
増

え
て
い
る
。
特
に
平
成
26
年
で
は

２
０
０
万
円
以
上
か
か
っ
て
い
る
方

が
12
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
27

年
度
は
17
名
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
経
費
は
年

間
約
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
健
康
診
断
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
に

よ
る
未
受
診
者
へ
の
訪
問
を
行
う
な

ど
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

Q　
白
山
野
々
市
広
域
事
務

組
合
へ
の
川
北
町
の
加
入

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
既
存
の

川
北
町
の
消
防
施
設
も
老
朽
化
し

て
お
り
、
加
入
に
よ
り
新
た
な
負

担
が
生
じ
な
い
の
か
。
ま
た
、
配

置
人
員
も
新
聞
報
道
な
ど
で
９
名

の
職
員
を
配
置
す
る
と
あ
る
が
、

新
た
に
採
用
な
ど
の
増
員
を
検
討

し
て
い
る
の
か

A　
現
在
の
建
物
を
継
続
使

用
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

将
来
建
替
え
る
こ
と
は
考
え
得
る
。

職
員
配
置
数
は
現
在
と
同
程
度
の
９

人
の
配
置
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
他

平
成
29
年
４
月
１
日
の
組
合
加
入

（
予
定
）
に
向
け
て
は
今
後
調
整
の

上
、
議
会
に
も
報
告
し
て
い
く
。

12
月
14
日（
水
）総
務
産
業
常

任
委
員
会
・
教
育
福
祉
常
任

委
員
会
連
合
審
査
会

※
議
案
第
73
号
の
審
査
の
た
め
設

置
：
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
基

本
構
想
も
策
定
後
５
か
年
が
経
過

し
、
全
体
構
想
の
10
か
年
の
中
間
見

直
し
を
行
っ
た
。
今
般
、
そ
の
た

め
の
変
更
手
続
き
に
よ
る
議
案
審

査
を
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に

付
託
し
た

が
、
内
容

は
市
政
全

般
に
わ
た

る
も
の
で

あ
り
、
そ

の
審
査
を

教
育
福
祉

常
任
委
員

会
（
討
論・

表
決
は
で

き
な
い
）
も
交
え
た
共
同
で
審
査
を

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
設
置
し

ま
し
た
。

Q　
５
年
後
と
い
う
近
い
将

来
の
人
口
増
（
市
の
目
標

推
計
人
口
５
８
、０
０
０
人
）
に
対

し
て
、
小
中
学
校
等
は
児
童
生
徒

増
に
あ
た
り
、
現
在
増
築
対
応
と

し
て
い
る
学
校
の
建
物
。

　

新
た
に
建
設
な
ど
し
な
く
て
も

対
応
は
大
丈
夫
な
の
か

A　
人
口
推
計
見
直
し
の
中

で
、
若
年
層
の
人
口
比
率

等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お

り
、
現
状
の
推
計
で
は
増
築
で
対
応

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
将
来
そ
の
時
々
に
応
じ
た
対

応
は
し
て
い
く
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

Q　
農
業
委
員
会
が
こ
れ
ま

で
の
公
選
制
か
ら
、
市

長
の
任
命
制
に
な
る
が
、
関
係
団

体
か
ら
の
推
薦
な
ど
を
尊
重
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
事
前
に

委
員
の
公
募
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
募
集
期
間
や
情
報
公
開
な
ど

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

A　
国
で
は
選
任
の
過
程
で
、

公
募
制
を
勧
め
て
お
り
、

１
か
月
以
上
の
期
間
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
選
考
に
つ
い
て
は
公

平
性
を
保
つ
よ
う
に
努
め
る
。

議
案
を
審
議
し
ま
し
た

予
算
決
算
常
任
委
員
会

12
月
14
日（
水
）・15
日（
木
）・16
日（
金
）・19
日（
月
）
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一般質問 一般質問

第一次総合計画のサブタイトル「ともに創り ともに
育む」をふまえ、本市の魅力、強みである「協働の力」
で野々市の新しい魅力を生み出していきたい

野々市市第一次総合計画中間見直しについて、将来都市
像達成への、今後５年間の市長の考え方について伺う

Ｑ
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の

達
成
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
都
市

像
「
人
の
和
で
椿
十
徳
生
き
る
ま
ち
」
の

達
成
を
め
ざ
す
た
め
、
市
制
施
行
10
周
年

に
向
け
て
、
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
へ
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
第
一
次
総
合
計
画
は
、
市

制
施
行
後
の
10
年
間
を
展
望
し
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
標
（
み
ち
し
る

べ
）
と
し
て
策
定
し
た
計
画
で
あ
る
。
中

間
年
を
迎
え
た
今
も
、
将
来
都
市
像
の
実

現
に
向
か
っ
て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

歩
み
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
、
優
良
な
住
環
境
を
整
備
す

る
た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
、
新
し

い
図
書
館
や
公
民
館
の
整
備
に
も
着
手
、

快
適
な
生
活
の
場
、
活
躍
の
場
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、「
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
指
針
」
を
も
と
に
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
と
行
政
が

協
働
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
人
口
は
増
加
を
続
け
「
野
々
市
は

住
み
や
す
い
」「
便
利
な
ま
ち
だ
」
と
い

う
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
、
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
、「
魅
力
あ
る
住
環
境
が
整
っ
て
い
る
」

「
交
通
の
利
便
性
が
高
い
」
と
い
っ
た
お
声

Ｑ
中
林
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

け
る
石
川
県
立
大
学
周
辺
の
新

産
業
創
出
拠
点
で
の
企
業
誘
致
に
向
け
た

進
捗
状
況
を
示
せ
。

Ａ
市
長
●
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
石
川
県
立

大
学
を
核
と
し
た
新
産
業
創
出
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
企
業
の

進
出
を
期
待
し
て
い
る
。

「
市
の
総
合
防
災
訓
練
」
の
参
加

率
を
上
げ
る
対
策
を
示
せ

Ｑ
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
具

体
的
な
対
策
と
し
て
、
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、
参
加
率
を
上

げ
る
対
策
を
示
せ
。

Ａ
市
長
●
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を

支
援
し
、ま
た
、市
民
主
体
と
な
っ

た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訓
練

へ
の
参
加
者
を
増
や
し
た
い
。

豪
雨
に
よ
る
避
難
判
断
基
準
に

つ
い
て

Ｑ
豪
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
な
ど
が

ど
の
よ
う
な
時
に
発
令
さ
れ
る

の
か
、
判
断
基
準
を
問
う
。

土地区画整理事業における
企業誘致の進捗は

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/IWCVge

金村 哲夫 議員

Ａ
市
長
●
本
市
の
地
域
防
災
計
画
や

水
防
実
施
計
画
で
は
、
気
象
情
報

と
河
川
の
水
位
に
よ
り
避
難
判
断
の
基
準

を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
指
定
行
政
機
関

や
県
な
ど
か
ら
も
協
力
・
助
言
を
い
た
だ

き
、
迅
速
に
対
処
す
る
。

や
「
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」
い

う
お
声
も
半
数
以
上
に
の
ぼ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
多
く
の
声
を
受
け
、＂
野
々

市
ブ
ラ
ン
ド
＂
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を

　
＂
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
＂
に
な
り
得
る
地

域
資
源
は
、
産
業
、
文
化
、
自
然
、
芸
能
、

そ
し
て
市
民
活
動
を
含
め
、
様
々
な
切
り

口
が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
本
市
で
活
動
さ

れ
る
方
、
お
一
人
お
ひ
と
り
こ
そ
が
、
本

市
の
魅
力
で
あ
り
、「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
」

で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
る
。本
市
の
魅
力
、

強
み
で
あ
る
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、

「
協
働
の
力
」
で
野
々
市
の
新
し
い
魅
力

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

の
規
定
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た

「
の
の
い
ち
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
野
々

市
市
第
一
次
総
合
計
画
」
と
の
整
合
に
つ

い
て
、
２
つ
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
か
。

Ａ
市
長
●
「
野
々
市
市
第
一
次
総
合

計
画
」
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
み
ち
し
る
べ
と
し
て
、
市
民
生
活
、
福

祉
・
保
健
・
医
療
、
安
全
安
心
、
環
境
、

生
涯
学
習
・
教
育
、
産
業
振
興
、
都
市
基

盤
、
行
財
政
運
営
の
８
つ
の
政
策
を
柱
と

し
、ま
ち
づ
く
り
の
全
分
野
を
網
羅
し
た
、

本
市
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
。

「
の
の
い
ち
創
生
総
合
戦
略
」と
は

　
「
の
の
い
ち
創
生
総
合
戦
略
」は「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
の
規
定
に
基
づ

き
、
我
が
国
の
人
口
減
少
と
、
地
域
経
済

の
縮
小
を
克
服
す
る
た
め
の
、
本
市
に
お

け
る
対
応
方
針
を
示
し
た
計
画
で
あ
る
。

　
創
生
総
合
戦
略
は
、
総
合
計
画
中
、
産

業
振
興
、
福
祉
、
都
市
基
盤
の
、
３
つ
の

分
野
に
特
化
し
補
完
し
て
い
る
も
の
で
、

第
一
次
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
は
人
口
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
新
た
な
産
業
の

創
出
や
、多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
よ
る
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。
地
域
経
済
や
産
業
構
造
は
、
本
市
の

取
り
組
み
だ
け
で
成
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
本
市
を
含
む
経
済
圏
の
発
展
に
も
資

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
広
域

的
な
枠
組
み
の
中
で
、
本
市
の
新
し
い
魅

力
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
全
般
の
方
向
性
を
展
望

し
て
い
る
「
第
一
次
総
合
計
画
」
を
中
心

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
着
実
に
、ま
た
、

相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
市
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

拠点避難所での市総合防災訓練

特別養護老人ホーム　富樫苑

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
締
結
つ
い
て

Ｑ
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
締
結
の
内
容
と
、
今
後
、
同
様

の
協
定
を
結
ぶ
予
定
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
10
月
26
日
に
京
都
府
城
陽

市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
被
災
地
の

応
援
要
請
を
待
た
ず
に
迅
速
に
必
要
な
支

援
を
相
互
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
広
域
的
な
大
規
模
災
害
時
に
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

安原 透 議員

まちづくりにふさわしい企業誘致の
支援に取り組む

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富
樫
苑

の
利
用
者
・
待
機
者
の
状
況
に

つ
い
て

Ｑ
富
樫
苑
の
利
用
者
・
待
機
者
の
過

去
３
カ
年
の
状
況
を
示
せ
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
利
用
状
況
は
、

定
員
70
名
の
と
こ
ろ
野
々
市
市
か

ら
47
名
、
そ
の
他
か
ら
23
名
と
な
っ
て
い

る
。
待
機
者
の
状
況
は
、
平
成
25
年
度
は

68
名
、
平
成
26
年
度
は
60
名
、
平
成
27
年

度
は
37
名
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
富
樫
苑
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
不
足
の
有
無
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
現
在
は
、
職
員
全
体
で
86

人
お
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
で
定
め

る
職
員
の
配
置
基
準
を
十
分
に
満
た
し
て

お
り
ま
す
。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/dxopvp
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一般質問 一般質問

新
市
立
図
書
館
と
の
っ
テ
ィ
、

来
館
利
便
性
に
つ
い
て

Ｑ
平
成
29
年
11
月
以
降
の
オ
ー
プ

ン
時
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
駐

車
場
の
収
容
能
力
を
考
え
る
と
、
大
変
な

混
雑
が
予
測
さ
れ
る
。
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
と
来
館
利
便
性
へ
の
対
策
を
講

ぜ
よ
。

Ａ
市
長
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

の
っ
テ
ィ
の
図
書
館
敷
地
内
へ

の
乗
り
入
れ
や
、
図
書
館
利
用
者
へ
の
無

料
乗
り
継
ぎ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
、
１
０
０
円

で
、
１
時
間
以
内
の
ア
ク
セ
ス
が
実
現
で

き
な
い
か
、
地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
お

い
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

Ｑ
新
図
書
館
は
、
午
前
９
時
～
午
後

10
時
ま
で
に
拡
大
し
て
開
館
さ

れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
。
開
館
時
間
に
対
応
し
、
の
っ
テ
ィ
の

運
行
時
間
を
拡
大
延
長
せ
よ
。

Ａ
市
長
●
平
成
25
年
度
に
実
施
し

た
新
市
立
図
書
館
・
市
民
学
習
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、
夜
の
閉
館
時
刻
の
延
長
を
希
望
し
て

い
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
30
歳
代
か
ら
50

歳
代
の
方
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仕
事
帰

り
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

Ｑ
本
市
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
し
て
の
設
定
（
Ｓ
Ｓ

Ｌ
認
証
）
に
問
題
が
あ
り
閲
覧
し
づ
ら
い

と
い
う
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
市
と
し
て
は
、
い
つ
か
ら
こ
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
？

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
２
０
１
６
年

10
月
中
旬
に
状
況
を
初
め
て
把

握
し
た
。

Ｑ
こ
の
状
況
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、

２
０
１
５
年
12
月
中
旬
か
ら
発

生
し
て
い
た
問
題
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
、

ま
た
今
回
の
様
な
状
況
が
発
生
す
る
事

は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
の
知

識
が
あ
れ
ば
２
０
１
４
年
８
月
か
ら
推
測

で
き
た
事
案
で
す
、
な
ぜ
発
見
が
遅
れ
対

応
が
遅
れ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
２
０
１
４
年

に
提
供
さ
れ
て
い
た
情
報
は
見

逃
し
て
お
り
、発
見
ま
で
対
応
が
遅
れ
ま

し
た
。10
月
中
旬
以
降
、設
定
の
見
直
し
あ

る
い
は
改
善
を
行
っ
て
き
た
が
解
決
に
い

た
ら
ず
12
月
９
日
に
Ｓ
Ｓ
Ｌ
認
証
を
お
願

い
し
て
い
た
相
手
先
を
変
更
す
る
こ
と
で

解
消
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
今
回
の
よ
う
な
問
題
の
発
生
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
庁
舎
内
全
体

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
あ
げ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
に
関
し
て
は
ど
う

市内のどこからでも、100 円で一時間以内のアクセスが
実現できないか、地域公共交通協議会で現在検討中である

新市立図書館とのっティ利用、
来館利便性への対策を講ぜよ

て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
は
少
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
利
用
者
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
。

情報セキュリティ委員会
というものが既に設置されている

庁内の部や課を横断して活動できる
情報政策に関する部署を設置せよ

し
て
も
専
門
的
な
知
識
が
必
要
に
な
っ
て

来
る
た
め
に
情
報
政
策
に
素
早
く
対
応
で

き
る
組
織
の
確
立
を
し
て
は
ど
う
か
と
思

う
が
、
既
に
野
々
市
市
で
は
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
委
員
会
と
い
う
も
の
が
副
市
長
、

部
長
及
び
企
画
課
長
を
持
っ
て
組
織
す
る

と
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
事
案
へ
の
対
応

も
遅
れ
て
い
ま
す
。
素
早
く
対
応
で
き
る

組
織
の
確
立
と
い
う
も
の
を
本
市
に
お
願

い
し
た
い
。

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
今
回
の
案
件

も
私
と
、企
画
課
長
が
相
談
を
し

て
、最
終
的
に
副
市
長
に
報
告
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
も
野
々
市
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
に
基
づ
き
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
関
わ
る
諸
問
題

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
回
の
事

案
を
も
と
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織
の

機
能
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

実　態 詳　細

2009 年 10月

本市web サイト刷新と共に SSL 対
応

一般の方は、検索サイトで本市web ペー
ジを検索しても対応ページではない方へ接
続される為、見ることはなく問題が露見し
なかった。この時点で SSL 対応させた事は
問題意識も高く素晴らしい。しかし、SSL
対応の仕方、認証方法などに問題があった。

2014年８月
大手検索サイト google が今後 SSL
対応サイトがある場合は優先的に
SSL サイトの方を検索結果として表
示するようにすると発表

発表自体を知らず、確認は行われていない。

2015年 12月
google が SSL サイトを優先的に検
索結果として表示するシステムへ移
行

発表自体を知らず、確認は行われていない。
ここから検索して本市web サイトへ訪れ
る方に問題が起き始めたことが予想されて
います。

2016年 10月 本市が問題を把握 それに対しての答弁では、詳細は分からず。
2016年 12月 民間の SSL 認証に切り替え問題解消

あ
る
墓
石
型
墓
地
を
２
４
０
０
区
画
、
壁
・

芝
生
墓
地
を
１
０
０
０
区
画
、
合
葬
墓
で

あ
る
共
同
参
拝
墓
地
・
ロ
ッ
カ
ー
形
式
墓

地
を
６
０
０
区
画
と
す
る
。
今
後
５
年
後

ま
で
に
整
備
す
る
墓
地
の
種
類
は
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て

の
種
類
の
墓
地
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
墓
地
使
用
申
請
者
の
資
格
要
件

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
募
集
開
始
時
に
は
、
市
民

先
行
応
募
と
し
た
り
、
使
用
料
を

市
民
の
方
と
市
外
の
方
と
を
区
別
す
る
な

ど
市
民
を
優
先
し
、
市
民
の
墓
地
需
要
に

適
切
に
答
え
て
い
く
。

旧
粟
田
保
育
園
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て

Ｑ
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
暫
定

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
整
備

方
針
と
具
体
的
な
計
画
は
。

Ａ
市
長
●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
施
設
の
貸
与
は
、
平
成
29
年
度

末
ま
で
と
す
る
。
そ
の
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
様
の
ご
要
望
、
ご

意
見
も
し
っ
か
り
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
施
設
計
画

の
中
で
検
討
す
る
。

「のっティ」のルートマップ・時刻表

市
営
墓
地
公
園
の
墓
地
種
類
と

使
用
申
請
者
の
資
格
要
件
に
つ

い
て

Ｑ
今
後
25
年
間
で
整
備
さ
れ
る
約

４
，０
０
０
区
画
の
墓
地
の
種
類

の
割
合
は
。
ま
た
、
５
年
後
の
平
成
33
年

ま
で
に
整
備
さ
れ
る
約
１
，０
０
０
区
画

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ
市
長
●
平
成
26
年
の
１
０
０
０
世

帯
を
対
象
と
し
た
墓
地
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
従
来
型
で

五十川 員申 議員

　

残
念
な
が
ら
︑
一
般
質
問
の
時
間
切
れ
の
為

質
問
に
対
し
て
の
答
弁
が
上
手
く
噛
み
合
わ
な

い
状
態
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
こ
れ
か

ら
の
地
方
行
政
に
は
︑
素
早
い
情
報
政
策
に
対

す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒
情
報
は
市
民
の

財
産
で
す
︒
し
っ
か
り
守
っ
た
り
︑
市
民
の
皆

さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
利
用
が
で
き
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

＊
Ｓ
Ｓ
Ｌ
認
証
・
・
・
閲
覧
し
て
い
る
ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
が
︑
正
し
い
接
続
先
を
通
し
て
情
報
を

表
示
し
て
い
る
か
外
部
機
関
に
証
明
書
を
発
行

し
て
も
ら
う
事
で
閲
覧
し
て
い
る
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
情
報
が
正
し
い
か
保
証
を
行
う
︒
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
事
で
閲
覧
者
の
パ
ソ
コ
ン

と
情
報
の
入
っ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
と
の
間
の
通

信
も
暗
号
化
さ
れ
る
為
︑
安
全
に
情
報
を
や
り

取
り
で
き
る
︒
世
界
的
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
の
信
頼
度
を
保
証
す
る
た
め
に
導
入

が
必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
︒

馬場 弘勝 議員

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/22Cy2y

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/UU9ANu
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Ｑ
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
多
発
、

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
事
故
、
自
転

車
が
加
害
者
に
な
り
巨
額
の
賠
償
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
高
齢
社
会
と
世
相
を
反
映
し

た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
免
許
の
自

主
返
納
や
違
反
へ
の
罰
則
強
化
、
自
動
運

転
な
ど
の
新
技
術
の
開
発
へ
の
期
待
、

シ
ェ
ア
へ
の
取
り
組
み
で
電
気
自
動
車
な

ど
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
の
っ
テ
ィ
」
の
自
動
運
転
化
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
「
の
っ
テ
ィ
」
は
運
行

開
始
か
ら
２
０
０
万
人
を
超
え
る
利
用
を

い
た
だ
き
、
徹
底
し
た
安
全
点
検
と
安
全

確
認
を
行
い
運
行
に
安
全
第
一
で
利
用
促

進
し
て
い
る
。
公
共
交
通
機
関
の
自
動
運

転
化
の
今
後
の
技
術
開
発
に
つ
い
て
関
心

を
も
っ
て
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

魅
力
的
な
街
つ
く
り
の
た
め
に

図
書
館
を
生
か
せ

Ｑ
図
書
館
建
設
後
も
、
運
営
管
理
者

と
市
民
、
行
政
が
協
議
で
き
る
仕

組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。Ａ

市
長
●
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
図
書
館
協
議
会
委
員
の
方
々

の
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き
し
た
い
。
ア
ン

田
尻
町
の
温
泉
ス
タ
ン
ド
事
業

に
つ
い
て

Ｑ
平
成
23
年
６
月
開
設
さ
れ
ま
し

た
田
尻
町
の
温
泉
ス
タ
ン
ド
事

業
の
利
用
実
績
を
も
と
に
現
在
の
行
政
評

価
を
伺
う
、
地
域
資
源
と
い
う
お
考
え
は

あ
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
開
設
か
ら
本
年
11
月
末

ま
で
約
１
７
０
０
件
の
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ご
利
用
さ
れ
た
方

か
ら
は
泉
質
が
よ
い
と
の
お
声
も
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
地
域
資
源
と
し
て
販

売
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ケ
ー
ト
の
実
施
、
ご
意
見
箱
を
設
置
す
る

な
ど
広
く
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

「
若
者
会
議
」
の
開
催
を

Ｑ
野
々
市
市
の
将
来
だ
け
で
な
く
、

広
域
圏
、
日
本
や
世
界
の
将
来
を

語
る「
場
」を
仕
掛
け
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
市
で
は
す
で
に
学
生
が

地
域
で
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
、
結
果
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
の
中

や
、
授
業
の
一
環
と
し
て
や
、
市
国
際
友

好
親
善
協
会
が
主
催
す
る
総
会
、
サ
ロ
ン

で
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。
青
年
が
主
体

と
な
っ
て
自
発
的
に
企
画
運
営
し
交
流
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

子
育
て
世
代
支
援
包
括
セ
ン

タ
ー
の
設
置

Ｑ
子
ど
も
の
命
、
安
全
を
守
る
日
本

版
＊
ネ
ウ
ボ
ラ
（
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）を
設
置
し
、特
に「
母

子
と
も
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
」
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
長
●
県
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、

宿
泊
型
や
通
所
型
の
産
後
ケ
ア

事
業
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
総
合
的
な
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目
は
、

　
公
会
計
制
度
改
革
に
つ
い
て　
上
下
水

道
の
次
は
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
を

推
進
せ
よ

　
災
害
時
に
つ
い
て
。
避
難
所
に
お
け
る

空
調
設
備
の
推
進
。
聴
覚
障
が
い
者
の
災

害
時
の
配
慮
に
つ
い
て

　
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
県
内
に
設
置
す

る
よ
う
働
き
か
け
を
。

＊ 

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
︑
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
育
て

支
援
制
度
で
︑
助
言
す
る
場
所
︑
相
談
す
る

場
所
の
意
︒

入浴利用にとどまらず、野々市ブランドと
して活用できる方策を模索してまいりたい

公共交通機関の自動運転化は、実用化の
めどが立っているとは聞いておりません

田尻町の温泉スタンド事業が開設５年経過致しまし
たが、温泉スタンドを活かした今後の展開を伺う

源
で
は
な
い
の
か
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
リ
ク

エ
ス
ト
・
市
民
提
案
型
を
募
る
な
ど
企
画

主
導
で
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

Ａ
市
長
●
今
後
の
事
業
展
開
や
そ

の
企
画
方
法
に
つ
い
て
は
、
入
浴

利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い
温
泉
資
源

の
有
効
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
市
民
提
案

型
・
大
学
連
携
な
ど
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
活
用
で
き
る
方
策
を
模
索
し
て
ま
い

り
た
い
。

公
共
施
設
予
約
状
況
案
内
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

Ｑ
27
年
度
総
務
省
調
査
で
は
、
13
～

59
歳
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

は
９
割
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
60
～

79
歳
の
利
用
は
上
昇
傾
向
で
あ
る
。
石
川

県
民
の
利
用
率
は
84
・
４
％
と
全
国
平
均

よ
り
高
い
で
す
。
28
年
度
本
市
施
設
予
約

状
況
案
内
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ
ス
数
は
？

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
28
年
４
～
10

月
ま
で
ア
ク
セ
ス
数
は
、
体
育
９

施
設
・
文
化
６
施
設
合
わ
せ
て
約
32
万
件

で
月
平
均
４
５
０
０
０
件
余
り
で
す
。
ま

た
、
カ
メ
リ
ア
の
月
平
均
３
０
０
件
程
、

フ
ォ
ル
テ
の
月
平
均
が
３
６
０
件
程
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
予
約
申
請
は
窓
口
対
応

で
す
。
平
日
、
お
仕
事
の
方
々
や

共
働
き
世
代
に
と
っ
て
は
不
便
で
あ
る
と

率
直
な
ご
意
見
を
多
く
聞
き
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
済
の
金

沢
市
で
は
、使
用
件
数
の
73・１
％
が
ネ
ッ

ト
予
約
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
シ

ス
テ
ム
導
入
の
具
体
的
な
検
討
作
業
時
期

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
本
市
で
も
体
育
施
設
を

利
用
さ
れ
る
方
は
年
々
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
県
内
導
入
済
２
市
で
は
、

施
設
管
理
面
に
お
い
て
も
受
付
事
務
な
ど

一
部
省
力
化
効
果
が
あ
る
一
方
、
簡
単
に

予
約
出
来
る
事
か
ら
真
に
利
用
し
た
い
方

が
予
約
出
来
な
い
と
い
っ
た
事
例
も
あ

る
。
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
調
査
・
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
現
在
の
施
設
利
用

申
請
の
受
付
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

北村 大助 議員

児童コーナー（塩尻市立図書館）

温泉スタンド外観

隣の金沢市ではインターネットで施設予約可能

Ｑ
今
後
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
・
温
泉
水

を
活
か
し
た
活
用
策
や
次
の
展
開

が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
な
事
業
展
開
や
市

民
の
皆
様
に
、
ま
す
ま
す
ご
利
用
い
た
だ

け
る
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
な
の
か
、
充
分

に
「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
」
に
成
り
う
る
資

コミュニティバス・「のっティ」の
自動運転化を推進

大東 和美 議員

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/my4TGY

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/orRnUo
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幅広い年齢層の発達相談に対応するためにも、４月以降は
相談窓口をセンターに一本化し、総合窓口として対応する

子育て支援センター菅原内に来春開設する
「（仮称）発達相談センター」の設置概要を示せ

調査研究していきたい

学校現場にタイムカードを導入せよ

西本 政之 議員

教
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て

Ｑ
市
教
委
は
平
成
16
年
度
か
ら
、
市

内
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
の

午
後
７
時
以
降
の
時
間
外
勤
務
と
休
日
出

勤
の
記
録
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
デ
ー
タ

を
生
か
し
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
抑

制
に
大
胆
に
取
り
組
め
。

Ａ
教
育
長
●
教
職
員
は
、
教
育
課
題

の
多
様
化
な
ど
か
ら
多
忙
化
が

進
み
、
少
な
か
ら
ず
勤
務
時
間
を
超
え
て

働
い
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

今
後
と
も
学
校
と
の
情
報
を
共
有
し
、
健

康
管
理
や
長
時
間
労
働
の
改
善
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
部
活
動
の
外
部
指
導
員
の
配
置
を

一
層
促
進
す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か

で
も
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

Ａ
教
育
長
●
今
年
度
は
市
内
の
中

学
校
６
つ
の
運
動
部
で
外
部
指

導
者
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ー
部
活

デ
ー
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。
部
活
動
に
関
し
て
は
国
で

も
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

Ｑ
教
育
委
員
会
が
教
職
員
の
勤
務

時
間
の
調
査
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
市
民
が

「
準
備
会
」
と
い
う
会
合
を
持
ち

検
討
し
て
い
る

Ｑ
市
民
か
ら
は
、「
そ
の
在
り
方
」

と
し
て
、
①
発
達
障
が
い
児
の
相

談
窓
口
を
、
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に
一
本

化
す
る
。
②
一
人
一
人
が
、
発
見
か
ら
就

業
ま
で
、
す
な
わ
ち
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま

で
、
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
継
続
し
た
相

談
・
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
作
る
、と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

市
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
児
童
の
保
護
者
か
ら
、
成

人
の
方
ま
で
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
、出
来
る
だ
け
早
期
に
、

そ
し
て
切
れ
目
な
く
一
貫
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現
行
の
幼
児

や
小
中
学
生
の
発
達
相
談
を
担
当
し
て
い

る
臨
床
発
達
心
理
士
の
ほ
か
、
医
師
や
専

門
家
に
よ
る
各
種
相
談
、
保
育
所
や
小
中

学
校
へ
の
訪
問
相
談
、
青
年
期
の
就
労
相

談
、
理
解
促
進
の
た
め
の
市
民
講
座
の
開

設
な
ど
を
実
施
す
る
。

Ｑ
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
菅
原
」

内
へ
の
設
置
と
い
う
事
で
あ
る

が
、
開
設
に
あ
た
り
改
修
内
容
や
、
組
織

体
制
、
人
員
配
置
数
、
利
用
時
間
に
つ
い

て
伺
う
。

で
、
よ
り
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
に
タ

イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
教
育
長
●
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導

入
を
含
め
て
、
教
職
員
の
出
退
勤

を
正
確
に
把
握
す
る
方
法
を
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

任
期
付
職
員
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
任
期
付
職
員
と
従
来
制
度
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
で
は
、
労
働
条

件
の
違
い
は
あ
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
任
期
付
職
員
は
基
本
的

に
正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
等
の
待

遇
を
保
障
す
る
。
任
期
付
職
員
を
明
確
に

制
度
化
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
知
識
、
経

験
を
有
す
る
有
能
な
人
材
の
確
保
や
、
一

定
期
間
業
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。
多
様
な

勤
務
形
態
を
整
備
し
人
材
を
適
切
に
確
保

す
る
こ
と
で
、
一
層
効
率
的
な
行
政
運
営

に
努
め
た
い
。

総
務
部
長
●
任
期
付
職
員
と
臨
時
・
非
常

勤
職
員
は
、
業
務
内
容
や
責
任
の
面
で
区

別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
待
遇
面
に
お
い

て
も
区
別
し
て
い
る
。

Ｑ
現
在
採
用
し
て
い
る
臨
時
・
非
常

勤
職
員
に
も
優
秀
な
人
材
が
い

る
。
希
望
が
あ
れ
ば
任
期
付
職
員
に
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ
総
務
部
長
●
現
在
の
臨
時
職
員

を
任
期
付
職
員
に
ス
ラ
イ
ド
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Ｑ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
菅
原
の

中
に
併
設
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
、

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
針
を
伺

う
。Ａ

市
長
●
発
達
相
談
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
西
本
議
員

か
ら
様
々
な
提
案
や
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
お
か
げ
で
来
年
４
月
か
ら
開
設
す
る

運
び
と
な
っ
た
。
運
営
方
針
は
市
が
主
体

と
な
っ
て
、
き
め
細
か
な
相
談
体
制
の
充

実
、
関
係
部
署
や
外
部
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
対
象
と
な
る
方
の
成
長
に
合
わ
せ

た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
適
正
な
人
員
配
置
を
求
め
る
。

Ａ
市
長
●
所
長
１
名
、
専
門
相
談
員

２
名
、
事
務
職
員
１
名
の
４
名
の

職
員
体
制
を
予
定
し
て
い
る
。
職
種
に
つ

い
て
は
、
保
育
士
や
保
健
師
の
ほ
か
教
育

や
福
祉
の
専
門
職
の
配
置
も
念
頭
に
調
整

を
進
め
て
い
る
。

Ａ
市
長
●
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
つ

い
て
は
、「
野
々
市
市
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
」と
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

４
月
以
降
に
、市
民
の
み
な
さ
ん
が
、「
こ

こ
に
相
談
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
成
長
や
発

達
に
つ
い
て
の
相
談
に
、
気
軽
に
乗
っ
て

も
ら
え
る
」
と
思
え
る
よ
う
な
「
愛
称
」

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
職
員
は
専

門
相
談
員
な
ど
４
名
程
度
の
配
置
で
あ

る
。
相
談
時
間
は
、
近
隣
市
の
実
施
状
況

も
参
考
に
、
市
庁
舎
の
窓
口
受
付
時
間
と

同
じ
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
臨
床
発
達
心
理
士

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
成
人
用
と
児
童
用

の
相
談
室
を
別
々
に
設
け
る
な
ど
の
工
夫

を
す
る
。

Ｑ
各
種
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
状
況
、
市
民
へ
の
施
設

の
周
知
の
方
法
や
情
報
提
供
の
在
り
方
、

市
民
へ
の
「
発
達
障
が
い
」
へ
の
理
解
促

進
の
方
法
、
支
援
ツ
ー
ル
の
作
成
な
ど
は

ど
う
計
画
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
市
長
●
公
的
、
私
的
に
か
か
わ
ら

ず
相
談
者
に
と
っ
て
有
益
な

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
は
、
総
合
窓
口
と
な
る

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
提
供
し
て
い
く
。
ま

た
、
相
談
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に

広
報
や
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
理
解
促
進

の
た
め
の
市
民
講
座
な
ど
を
通
じ
て
広
く

周
知
し
て
い
く
。

　
専
門
家
や
医
療
・
相
談
機
関
と
の
協
力

体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
よ

う
に
、
医
療
機
関
を
は
じ
め
、
県
の
発
達

障
害
者
セ
ン
タ
ー
や
各
種
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
を
紹
介
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
連
絡
を
密
に
し
、
組
織
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

　
支
援
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、他
市
の「
そ

だ
ち
ノ
ー
ト
」
の
よ
う
な
方
法
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
地
域
へ
の
普
及
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
や
理
解
促
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
保
育
園
入
園
時
や
小
中
学
校
の
入
学

時
の
配
布
に
加
え
、
関
係
機
関
、
公
共
施

設
に
配
布
し
関
心
を
促
し
た
い
。

宮前 一夫 議員

現在の子育て支援センター菅原

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/YzCn1r

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/QcGDi5
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一般質問

より良い方法がないか調査研究して
いきたい

就学援助制度の入学準備金の支給入
学に間に合うよう３月支給に

Ｑ
新
入
学
の
児
童
生
徒
は
入
学
前

に
ラ
ン
ド
セ
ル
、
か
ば
ん
、
制
服

な
ど
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
就
学

援
助
制
度
の
入
学
準
備
金
を
入
学
に
間
に

合
う
よ
う
に
と
３
月
に
支
給
す
る
流
れ
が

広
が
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
３
月

支
給
に
な
ら
な
い
か
。

Ａ
教
育
長
●
よ
り
よ
い
方
法
が
な

い
か
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

就
学
援
助
認
定
基
準
項
目
の
拡

大
を

Ｑ
就
学
援
助
の
認
定
基
準
は
、で
き

る
だ
け
多
く
の
児
童
生
徒
の
就
学

を
経
済
面
か
ら
支
援
す
る
と
い
う
重
要
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。文
科
省
が
示
す
基

準
項
目
は
、市
町
村
民
税
の
非
課
税
や
減

免
と
な
っ
て
い
る
方
、個
人
事
業
税
や
固

定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

19
項
目
あ
る
。近
隣
市
町
で
も
金
沢
市
は

15
項
目
、白
山
市
は
10
項
目
、能
美
市
は
14

項
目
と
な
っ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、本
市
の

認
定
基
準
項
目
は
僅
か
５
項
目
し
か
な

い
。市
の
認
定
基
準
項
目
を
県
内
他
市
並

み
に
広
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

Ａ
教
育
長
●
現
行
５
項
目
と
な
っ

て
い
る
の
を
見
直
し
て
、
国
が
示

す
認
定
基
準
を
踏
ま
え
た
も
の
に
し
た

い
。学

校
現
場
の
業
務
を
見
直
し
教
員

の
過
労
死
等
の
防
止
対
策
を

Ｑ
富
陽
小
学
校
の
教
員
が
勤
務
中

に
倒
れ
、
そ
の
後
亡
く
な
ら
れ

た
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
ご
遺
族
の
思

い
を
受
け
止
め
、
公
務
災
害
認
定
さ
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
教
育
長
●
こ
れ
ま
で
認
定
申
請
に

必
要
な
も
の
は
す
べ
て
協
力
す
る

立
場
で
来
た
。こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な

立
場
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
４
月
以
降
、
超
過
勤
務
と
な
っ
て

い
る
教
員
の
時
間
別
人
数
は
。

Ａ
教
育
長
●
11
月
は
、40
時
間
以
上

60
時
間
未
満
は
28
人
、60
時
間
以

上
80
時
間
未
満
は
24
人
、80
時
間
以
上
は

13
人
と
な
っ
て
い
る
。主
に
学
習
指
導
の

準
備
や
後
始
末
で
遅
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
過
去
10
年
間
に
市
立
小
中
学
校

教
員
で
脳
・
心
臓
疾
患
、
う
つ
病

等
で
休
職
や
退
職
に
至
っ
た
人
数
は
。

Ａ
教
育
長
●
勤
務
と
病
気
の
因
果
関

係
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、平
成

18
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
に
、脳
・
心
臓

疾
患
、う
つ
病
等
の
原
因
で
休
職
や
退
職

さ
れ
た
教
員
は
15
人
い
る
。こ
の
う
ち
、う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
よ
る
方
は
13

人
、脳
や
心
臓
疾
患
に
よ
る
方
は
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
文
科
省
は
教
員
の
給
食
費
を
集

め
る
等
の
業
務
、
成
績
管
理
や
報

告
文
書
等
の
作
成
業
務
の
負
担
軽
減
を
求

め
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
の
対
応
を
伺

う
。Ａ

教
育
長
●
学
校
給
食
の
公
会
計

化
、公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

効
果
に
つ
い
て
協
議
・調
査
し
て
い
き
た

い
。Ｑ

タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の

ロ
グ
取
り
等
に
よ
る
教
員
の
労

働
時
間
の
把
握
を
。

Ａ
教
育
長
●
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入

は
、教
職
員
の
勤
務
時
間
を
把
握

す
る
う
え
で
有
効
と
理
解
し
て
い
る
。教

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
し
っ

か
り
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

岩見 博 議員
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総務産業常任委員会（行政視察）
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
10
月

12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、

岡
山
県
の
「
道
路
損
傷
等
に
お
け
る
危

険
箇
所
の
情
報
提
供
に
関
す
る
協
定

（
真
庭
市
）」、「
吹
屋
銅
山
跡
と
そ
こ
か

ら
栄
え
た
吹
屋
地
域
の
古
民
家
の
町
並

み
と
い
う
観
光
資
源
の
活
性
化
（
高
梁

市
）」、「
高
い
技
術
力
を
持
っ
た
地
元

中
小
企
業
の
振
興
に
向
け
て
・
地
元
若

者
の
U
タ
ー
ン
、
I
タ
ー
ン
希
望
者
へ

の
取
り
組
み
（
津
山
市
）」、「
被
災
自

治
体
へ
の
支
援
活
動
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
野

口
健
さ
ん
と
の
連
携
（
総
社
市
）」
以

上
４
市
で
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
本
市
で
も
参
考
に
な

る
も
の
と
し
て
、
高
梁
市
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
以
下
報
告
い
た
し
ま
す
。

　　
　
高
梁
市
の
、

　
　
観
光
戦
略

　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　　
高
梁
市
は
、
岡
山
県
の
北
部
に
位
置

す
る
人
口
３
３
，
０
０
０
人
の
市
で
、

平
成
の
合
併
後
も
人
口
減
少
は
続
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
「
高

梁
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、

新
し
い
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を
行
っ
た

そ
う
で
す
。
ま
ず
、
二
次
交
通
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
伯
備
線

か
ら
各
観
光
エ
リ
ア
へ
の
足
が
な
い
状

態
の
解
消
の
た
め
、
観
光
タ
ク
シ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
で
全
体
的
な
移
動
ル
ー

ト
の
整
備
を
図
り
、
さ
ら
に
平
成
２
１

年
に
は
備
中
高
梁
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ら
れ
、
平
成
25
年
に
は
観
光
戦
略

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
構
築
、
現
在
そ

の
３
か
年
実
施
後
の
検
証
中
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。　

　
観
光
に
お
い
て
は
四
国
・
山
陽
方
面

か
ら
、
鳥
取
・
米
子
・
松
江
・
出
雲
な

ど
の
山
陰
地
方
へ
の
通
過
観
光
地
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
年
間
約
50
万
人
の
観

光
客
が
市
内
観
光
施
設
へ
訪
れ
る
と

の
こ
と
で
も
あ
り
、
代
表
的
な
観
光
資

源
は
、
今
回
お
話
を
伺
っ
た
「
吹
屋
地

域
の
町
並
み
」
と
「
備
中
松
山
城
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
吹
屋
地
域
」
は
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
に
か
け
て

栄
え
た
吹
屋
銅
山
跡
、
同
時
に
採
掘
さ

れ
た
鉱
物
か
ら
つ
く
ら
れ
る
ベ
ン
ガ
ラ

（
赤
色
顔
料
）
が
塗
ら
れ
た
屋
根
と
ベ

ン
ガ
ラ
格
子
・
土
塀
の
古
民
家
の
町
並

み
が
代
表
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
客
の
減
少

と
、
60
数
軒
あ
っ
た
町
並
み
も
空
き
家

が
20
数
軒
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市

は
せ
っ
か
く
こ
う
し
て
あ
る
観
光
資
源

の
有
効
活
用
、
地
域
の
観
光
振
興
活
動

の
支
援
、
誘
客
体
制
の
確
立
を
目
的
と

し
、「
観
光
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
古
民
家
を

　
　
高
級
宿
泊
施
設
に
改
装

　
代
表
的
な
取
り
組
み
は
、
寄
付
を
受

け
た
古
民
家
の
外
観
を
保
ち
、
外
国
人

観
光
客
や
富
裕
層
に
向
け
対
象
に
し
た

１
棟
貸
し
の
高
級
宿
泊
施
設
に
再
生

す
る
取
り
組
み
で
す
。
併
せ
て
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
昭
和
53
年
に
吹
屋
地
区

の
住
民
に
よ
っ
て
町
並
み
保
存
会
が
結

成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ

こ
に
住
む
住
民
の
資
源
活
用
へ
の
理
解

度
・
参
加
意
識
が
高
く
、
予
算
も
含
め
、

な
ん
で
も
行
政
頼
み
で
な
い
と
い
う
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
地
域
住
民
が

　
　
主
体
と
な
っ
て

　
　
取
り
組
む
こ
と
が
大
事

　
本
市
に
残
る
古
い
町
並
み
と
い
え
ば

本
町
地
区
に
な
り
ま
す
が
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
も
、
今
あ
る

資
源
を
絶
や
さ
ず
ど
う
維
持
し
て
い
く

か
を
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
検
討

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

真庭市役所内で説明を受ける

高梁市役所で説明を受ける

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/KH40EL
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教育福祉常任委員会（行政視察）

▼
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
～
３
月
22
日
（
水
）
22
日
間

▼
開
会

　

１
日
（
水
）
午
前
10
時

▼
一
般
質
問

　

８
日
（
水
）・
９
日
（
木
）

　

両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）・
15
日
（
水
）

　

３
日
間
と
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

　

21
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

17
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

17
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

▼
閉
会

　

22
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

３
月
議
会
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

傍
聴
に
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い

議
会
改
革

　
教
育
福
祉
常
任
会
で
は
、
10
月
18
日

か
ら
20
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、
新
潟

県
長
岡
市
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
事
例
に

つ
い
て
」「
教
育
委
員
会
が
母
子
手
帳

を
発
行
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」「
屋

根
つ
き
広
場
保
育
士
の
い
る
公
園
《
子

育
て
の
駅
て
く
て
く
》」

　
長
野
県
上
田
市
の
、
新
し
い
文
化
芸

術
の
拠
点
「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
（
上
田

市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
上
田
市

立
美
術
館
）」、
塩
尻
市
の
文
化
交
流
拠

点
施
設
「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
《
え
ん

ぱ
ー
く
》」
の
以
上
２
県
３
市
に
て
お

話
を
伺
い
、
本
市
の
今
後
の
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
大
変
有
意
義
な
行

政
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て

　
長
岡
市
は
、
医
療
・
介
護
連
携
と
在

宅
医
療
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
国

の
制
度
化
前
に
構
造
改
革
特
区
を
活

用
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
り
、
24
時

間
３
６
５
日
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
た
り
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
厚
生
労
働
省
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
先
駆
的
な
事
例
と
認

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
が
母
子
手
帳
を

　
発
行
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
が
子
育
て
支
援
の
一
元

化
の
一
環
と
し
て
、
母
子
手
帳
を
発
行

す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
平
成
23
年
４

月
に
子
育
て
支
援
部
を
教
育
委
員
会
内

に
設
置
し
、
現
在
は
こ
ど
も
未
来
部
と

改
称
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
の
駅
て
く
て
く

　
長
岡
市
は
長
岡
リ
ジ
ュ
ベ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
長
岡
若
返
り
戦
略
）
の
重
要
戦
略

の
一
つ
と
し
て
「
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
子
育
て
す
る
町
長
岡
」
を

標
榜
し
て
お
り
、
こ
の
施
設
は
「
雪
国

の
子
供
た
ち
は
冬
季
に
遊
ぶ
場
所
が
な

い
」
と
言
う
保
護
者
の
声
に
応
え
る
た

め
、
公
園
担
当
と
子
育
て
支
援
担
当
の

縦
割
り
の
行
政
を
統
合
し
、
公
園
と
し

て
子
育
て
支
援
施
設
を
作
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
平
成
21
年
度
か
ら

24
年
度
に
か
け
て
４
カ
所
を
開
設
し
、

平
成
27
年
、
28
年
度
で
は
９
カ
所
を
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
視
察
し
た
「
て

く
て
く
」
は
そ
の
う
ち
の
１
つ
で
、
保

育
士
と
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

相
談
や
情
報
提
供
を
行
う
《
子
育
て
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
》
が
常
駐
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
て
、
世
代
を
超
え
た
保
護
者

の
交
流
や
子
育
て
支
援
の
輪
が
広
が
っ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
施
設
で
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
の
開
館
時
間
で
、
無
料
で
利

用
が
で
き
、
毎
週
水
曜
日
が
休
館
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。
長
岡
市
民
限
定
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
有
料
で
１
時
保
育

も
行
っ
て
お
り
、
市
民
は
月
４
回
最
大

８
時
間
ま
で
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
で

し
た
。サ

ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
（
上
田
市

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、

上
田
市
立
美
術
館
）」

　
長
野
県
上
田
市
の
、
JT
上
田
工
場
跡

地
の
利
活
用
と
し
て
の
上
田
市
の
新
し

い
文
化
芸
術
の
拠
点
「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー

ゼ
（
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、

上
田
市
立
美
術
館
）」。
特
筆
す
べ
き
点

と
し
て
大
小
ホ
ー
ル
に
は
、
上
田
産
カ

ラ
マ
ツ
が
内
壁
全
面
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
音
響
の
素
晴
ら
し
さ
を
売

り
に
し
て
お
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ

ラ
、
演
劇
や
古
典
芸
能
ま
で
芸
術
を
発

信
す
る
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
「
え
ん
ぱ
ー
く
」

　
長
野
県
塩
尻
市
で
は
隣
接
商
業
施
設

の
撤
退
残
施
設
を
利
活
用
し
た
、
図
書

館
、
子
育
て
支
援
、
青
少
年
交
流
、
シ

ニ
ア
活
動
支
援
、
市
民
活
動
支
援
、
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
の
５
つ
の
機
能
を
融
合
さ

せ
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
え
ん
ぱ
ー

く
」
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。
館
内
で

は
施
設
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
面
を
有
料

で
市
民
に
開
放
し
て
お
り
、
個
展
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
欲
し
い
情
報
に
最
短

で
た
ど
り
着
け
る
方
法
と
し
て
Ａ
Ｖ

（
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
資
料
を
同
じ
ジ
ャ

ン
ル
の
本
と
一
緒
の
棚
に
並
べ
る
混
配

方
式
や
、
塩
尻
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ワ

イ
ン
に
関
す
る
特
別
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
な
ど
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

関
連
分
野
を
重
視
し
て
わ
か
り
や
す
い

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
野
々
市
市
議
会
は
、
①
政
務
活
動
費

の
公
開
方
法
の
見
直
し
②
議
会
傍
聴
規

則
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
8

日
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
諮
問
を

受
け
た
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
検
討
を
重
ね
決
定
し
ま
し
た
。

開
か
れ
た
議
会
へ

◆ 

傍
聴
し
易
い
議
会

　
こ
れ
ま
で
市
議
会
の
本
会
議
等
を
傍

聴
す
る
場
合
、
本
市
条
例
で
定
め
ら
れ

た
方
法
で
慣
例
的
に
氏
名
や
住
所
の
記

入
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
収
集
す
る
個
人
情
報
は
必
要

か
、
と
の
指
摘
が
あ
り
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
昨
年
12
月
議
会
か
ら
は
記
入
し
な

く
て
も
、
発
行
さ
れ
る
傍
聴
券
が
あ
れ

ば
自
由
に
会
議
を
傍
聴
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆ 

政
務
活
動
費
の
透
明
化

　
い
ま
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
不
正

使
用
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
野
々
市
市

議
会
と
し
て
も
透
明
化
に
つ
と
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
他
自
治
体

に
先
駆
け
議
論
を
行
い
、
公
開
内
容
、

公
開
方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
議
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
も
決
ま
り
、
28
年
度
分
は

政
務
活
動
費
（
月
２
万
円
）
が
確
定
す

る
夏
頃
公
開
と
な
り
ま
す
。

◆ 

議
会
広
報
委
員
会

　
29
年
度
、
議
会
広
報
委
員
会
が
、
議

会
公
聴
会
や
市
民
と
の
懇
談
会
の
開

催
、「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
、
川
越
市
議
会
広

報
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
「
議
会
だ
よ
り
」

の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
議
会
広
報
の
あ

り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

本
市
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
員
自
ら

記
事
作
り
、
編
集
、
入
稿
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
他
の
議
会
で
は
、

議
会
事
務
局
に
任
せ
て
い
る
部
分
も
あ
る

の
で
大
変
驚
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
議
会
だ
よ
り
や
議
会
広
報

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
先
進
事
例
な
ど
に
も
学
び
つ

つ
野
々
市
に
あ
っ
た
形
で
広
報
し
て
い
け

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（手前）埼玉県川越市議会広報委員会のみなさんと
野々市市議会広報委員＝野々市市議会にて　　 　

↑
市民交流センター 

「えんぱーく」

ワイン 
特別コーナー
↓
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　私が野々市に嫁いだ時は前安田町長
の頃でした。そしてその頃は、インター
ネットが無い時代においても町長室に
は、直通 FAXなる目安箱のようなシ
ステムがあり、たとえ一方向であって
も住民の声が直接行政に届きました。
今は市のホームページにいつでも意見
が出来ますし、パブリックコメントな
どで市民の声を幅広く募集するシステ
ムがあることは大変意義のあることだ
と思っています。より良いまちづくり
のために、もっと多くの市民の皆さん
から建設的な意見がでることを期待し
ています。
　私の周りには嫁いでも、県外に出て
も、定着するのは「野々市」という生

　野々市町から野々市市になり５年間
が過ぎました。記念行事の一環で、新
婚さんいらっしゃい、NHKのど自慢、
開運なんでも鑑定団などの記念番組
や、第 27 回全国椿サミット野々市大
会が３月 18・19日に開催されます。
　県外で石川県の野々市市といっても
全く知名度が無く、残念ながら金沢市
の隣と言って理解してもらう中、全国
に知ってもらういいチャンスだと思い

ますが、野々市市には、山が無い、大
きな川が無い、基幹産業が無い、観光
地が無い、でも、住みよさランキング
が全国の中で一けたに入っていると報
道されているように、とても住みよい
街だと思っています。
　昨年の国勢調査の速報でも日本の人
口が減少に転じたと報道されました
が、野々市市はもうしばらく人口が増
えると予想されています。先人達が区
画整理事業などで、住宅地等を整備し、
小中高大学が全てあり、病院、ショッ

ピングに便利な住みやすい場所に
なったからだと思います。
　各地区には公共施設があります
が、私の住まいする粟田地区にはあ
りません。市役所に近いとはいえ残
念です。また、富樫断層近くで地震
の確率が高いと言われているので心
配です。今後、議会や行政の連携で
小回りの利く安全安心な街になるよ
うに、そして住みよさランキング１
位になるように、市民第一で取り組
んでください。期待しています。

■
野
々
市
市
議
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ: http://w

w
w

.city.nonoichi.lg.jp/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  gikai/gikaitop.htm
l

■
Ｅ
メ
ー
ル:gikai@

city.nonoichi.lg.jp

■
発
行
：
野
々
市
市
議
会　
　
☎（
０
７
６
）２
２
７
︱
６
１
４
１

〒
９
２
１
︱
８
５
１
０　
石
川
県
野
々
市
市
三
納
一
丁
目
１
番
地

■
編
集
：
議
会
広
報
委
員
会

議
会
だ
よ
り
　
12
号　
平
成
29
年
２
月
発
行

声声 voi
ce

たい！」って魅力は何だろうって、い
つも考えます。住みやすさランキング
はいつも上位にランキングされていま
す。「安心」で「便利」で「快適」である、
でもそのことだけが、これからののの
いちっ子たちが、今の大人達の様に “住
むなら野々市 ” と思ってくれるでしょ
うか。市民の声にもっと傾聴し、寄り
添って、みんなで街を創り上げる、そ
ういう市であってほしいと願っていま
す。

　「野々市の存在価値（ブランド力）
を上げる」ことは、以前からのテー
マであるかと思いますが、そのこと
が対外的に“金沢の隣の街”ではなく、
これからのののいちっ子たちがふる
さととして「住みたい！」って思っ
てくれる、ののいちにずっと居たい
と、思える魅力ある街になっていく
と思います。心から期待しています。
　市議会に於かれましては日々様々
な問題、予算繰りなどで多忙極まり
ないと思いますが、市民の代表とし
て、責務を果たしてくれると期待し
ております。

ののいち
ブランド力の向上を!!
福田 美智代さん（二日市町）

住みよさ
ランキング
1位を目指して!
田中 繁さん（粟田２丁目）

粋の野々市育ちの方
が多いです。野々
市ってスゴイ！と思
いました。
　私はその「住み

  

編
集
後
記

◯
議
会
広
報
委
員
会
委
員
長

　
辻
　
信
行

　
干
支
の
十
二
支
は
か
つ
て
中
国
で
農
業

を
行
う
際
に
暦
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
農

業
用
語
で
、
農
作
物
の
成
長
過
程
を
12
段

階
で
表
す
意
味
を
持
ち
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。 

そ

の
十
二
支
が
江
戸
時
代
に
日
本
に
言
い
伝

え
ら
れ
、
一
般
庶
民
で
も
分
か
り
や
す
い

よ
う
十
二
支
に
動
物
が
当
て
は
め
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
十
二
支
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
今
年
の
干
支
（
酉
）
ニ
ワ
ト

リ
図
柄
の
年
賀
状
が
多
く
届
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
語
源
は
、
庭
の

ト
リ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
、
必
ず

決
ま
っ
た
時
間
に
鳴
く
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

時
間
に
正
確
な
鶏
は
、
も
と
も
と
は
「
時
」

を
知
る
た
め
に
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
く

ら
い
で
す
。

　
ま
た
、
酉
年
生
ま
れ
の
人
は
世
話
好
き

で
交
際
範
囲
も
広
く
、
情
報
に
敏
感
で
時

代
を
先
取
り
す
る
能
力
に
す
ぐ
れ
て
い
る

な
ど
、
今
年
は
縁
起
の
良
い
年
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
広
報
活
動

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
記
載
の
市
議

会
も
し
く
は
、
メ
ー
ル
で
お
願
い
致
し
ま

す
。


